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活動理論学会：2023年3月研究大会：

「胚細胞モデル」に関する

弁証法的な視点からの“矛盾”概念の再検討

■日時：2023年03月25日
■発表： 匠 英 一

（有限会社：認知科学研究所）
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数学のある教師は生徒に二つの〇の絵が描かれた図を
示し、そこに二本の直線が接するような線を複数入れなさ
いといった問題を与える。回答は一つではなく、試行錯誤
しながらいくつも書く生徒が出てくる。途中で夢中になって
いる生徒たちの姿はゲームのように取り組んでいる。

教師はそこではあくまで後ろにいて、ちょっとしたヒントは
言うが、教えない。むしろ、生徒の優れた回答だけでなく失
敗の例も紹介し、失敗の中にも良い点があることを他の生
徒たちにも示す。

そこにあるのは「視点の移動」による“吟味”（佐伯胖）の
本質的な思考であり、わかることへの教師側の“勇気づけ
”（アドラー）である。そのための“場づくり”（発達の最近接
領域）が、教えると学ぶの“矛盾”の解決だといえるだろう。

本研究の目的（１）：背景となる“視点”
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■概要
✔活動理論における「胚細胞モデル」は、弁証法の原理を
応用したものであり“矛盾”の認識が不可欠だ

✔ところが、最近の実践研究では弁証法的な関連性が見
えないまま、その活動の一般的な“変化要因”として位置
づけられてしまっている

✔そのため概念モデルが多様に定義されてしまい、社会
学的な“適応”と変わらないものになってしまう問題がある

✔そこで活動理論の土台となる弁証法の視点を整理し、
「教育のコトバ」と認知モデルの課題として明確にしたい。

本研究の目的（２）：概要
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１：胚細胞モデル説は「内的矛盾」（ヘーゲル）により、対象
の発展性の必然的な面を説明する原理となる

２：しかし、その必然性は“保証”されたものではなく、条件
や対象を含めた環境全体の各要因との関係性などを総合
的な分析を要する

３：にもかかわらず、分析を欠いた一面的な胚細胞モデル
説（※「胚細胞還元説」と称しておく）により、あたかもその
モデル自体が拡張的学習を左右する「教育のコトバ」とな
ってしまっている

本研究の目的（３）：理論としての課題点
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弁証法の理論：ヘーゲルの「胚細胞モデル」
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弁証法の理論：ヘーゲルの「胚細胞モデル」
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弁証法の理論：エンゲストロームの「胚細胞モデル」１
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弁証法の理論：エンゲストロームの「胚細胞モデル」２
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弁証法の理論：エンゲストロームの「胚細胞モデル」３
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＜１人での学び領域＞

幼児は一人
ではハシが
使えない

母親が手を
そえてやれば
ハシは使える

＜親子での学び発達の領域＞

✔幼児の言語習得は、母親⇔幼児の協力的な関係の中で決まる
✔親子の協力を左右する要は“喃語”というコトバの媒体であり、そ
れは幼児のアクティブな母親との“創作物”である

胚細胞モデルの土台となる”発達の最近接領域説”１
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主体
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媒体

幼児 話すこと
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発達の
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ハシ

食べること幼児

・発達（学習）は「能力⇔媒体⇔目的」という３つの相互作用と、
各要因の「質・量」と「内容・形式」で決まる

ポイント１

・モデル図の“⇒印”部分は相互関係性しか示していないため、
全体の面積的な効果性が見えなくなってしまうリスクがある

ポイント２

胚細胞モデルの土台となる”発達の最近接領域説”２
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■「クレド」によるフィードバック効果

✔従業員がどうやって理念や価値を行動基準にすることができる
か、という視点から学びを分析する。
✔クレドとは従業員のために日常の習慣的な行動を促す媒体だ。

活動理論の応用：アクティビティ・パフォーマンス図（１）
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理念経営が成功するには、
「主体×媒体×理念」が必要

クレド

理念

活動理論の応用：アクティビティ・パフォーマンス図（２）
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活動理論の応用：アクティビティ・パフォーマンス図（３）
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－クローズ志向
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営業利益

活動理論の応用：アクティビティ・パフォーマンス図（４）
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社員 顧客満足

CRM

＋オープン志向

＋強み強化志向 ＋目的達成志向

ファン客の増加
（顧客維持率の増加）

活動理論の応用：アクティビティ・パフォーマンス図（５）

●顧客システムの効果→CRM導入の仕事環境の事例
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パソコン

＋オープン志向

＋強み強化志向 ＋目的達成志向

大学進学率アップ

活動理論の応用：アクティビティ・パフォーマンス図（６）

●PC（マック）による学び効果→米国アップル社の事例
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自治型管理

ルール
メイキング

生徒

自由の相互承認

●自治型ルール創りの効果→ルールメイキング改革事例

教師型管理

校規手帳

教師

活動理論の応用：アクティビティ・パフォーマンス図（７）
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今後の課題として

✔「教育のコトバ」は“物語形式の知”や心地よい印象語
やメタファーが多く、そこに非科学的な思考が入り込む
余地がある。

✔ その点からも、「教育のコトバ」の特殊性を明らかに
し、認知心理学者のJ・ブルーナが「Narrative Mode」
（Bruner：1986）の研究など応用していく必要がある。

✔ただし、活動理論からの認知心理説への批判点とし
て、歴史性を欠いた “メンタルモデル論”になっていると
いうエンゲストロームの指摘は具体的な分析が必要だ。
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検定のお問合わせ先 日本ビジネス心理学会：検定センター事務局
http://www.bpa-j.org
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